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￼が振り返った。
「みるならエプロン着用でお願いします。折角ですので間近で見る
ついでに手伝ってください」
「そりゃありがたいけど······邪魔にならないか？」
「初心者を邪険にしていい事などありはしません。余裕があるなら
面倒を見るべきです。それが後に繋がるなら尚更」
   真昼の言う事はごもっともであるし、正しい。誰しも未経験の状
態があり、先達に教えてもらうか自己流で成長するかの違いはあれ
ど、下手な時期もあるのだ。それを忘れてすげなく扱うのは、どの
ジャンルでも得策ではない。
   なんとも合理的だな、と感心している周に、真昼はほんのりと呆
れたような眼差しを向けてくる。
「そもそも、周くんは手伝いからスタートですって言いました
よ？」
「······それもそうだ」
「ほら、見てるだけでなくて体で覚えてくださいね」
   ほんのり悪戯っぽく笑った真昼に周もつられて笑い、棚に置いて
あった周用のエプロンに手を伸ばした。
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   夕食を作る真昼の邪魔にならないよう廊下の辺りから彼女の手際
のよさを眺めていると、真昼が振り返らないまま問いかけてくる。
「眺めてる」
「それは言われなくても分かりますけど、何故？」
「どういう風に出来上がっていくのか興味があったから」
   何をどうしたらあんな風に美味しいものが出来上がるのか、料理
が不得意な周にはよく分からなかったので、観察していたのだ。ち
なみに眺めていてもとても手際がいいなという事しか分からなかっ
た。
「別に特別な事はしていませんけど」
「うん。でも、どうやったら美味しい料理が出来ているのか気にな
るだろ。その秘訣とやらを探すべく見ていた」
「回数をこなしていけば一応ある程度は上達するんですけどね。
······この間のはまあ残念な仕上がりでしたが、練習すればちゃんと
美味しくなりますよ」
   先日作った野菜炒めとオムレツという名のスクランブルエッグの
事を指しているのだろう。
「それは分かってるよ。今日は真昼の料理シーンを見て研究してる
んだよ」
「そんなに見られると気が散るのですけど······」
「すまん」
   邪魔をしたい訳ではないので、それを言われると退散するしかな
くなる。
   見られていると集中が欠けるというのも分かるので、無遠慮だっ
たかもしれない。
   そう思って素直に謝ってリビングに戻ろうとしたところで、真昼
]
「······あの、何でこっち見てるのてずか」
   夕食を作る真昼まひるの邪魔にならないよう廊下の辺りから彼女の手際
のよさを眺めていると、真昼が振り返らないまま問いかけてくる。
「眺めてる」
「それは言われなくても分かりますけど、何故？」
「どういう風に出来上がっていくのか興味があったから」
   何をどうしたらあんな風に美味しいものが出来上がるのか、料理
が不得意な周あまねにはよく分からなかったので、観察していたのだ。ち
なみに眺めていてもとても手際がいいなという事しか分からなかっ
た。
「別に特別な事はしていませんけど」
「うん。でも、どうやったら美味しい料理が出来ているのか気にな
るだろ。その秘訣ひけつとやらを探すべく見ていた」
「回数をこなしていけば一応ある程度は上達するんですけどね。
······この間のはまあ残念な仕上がりでしたが、練習すればちゃんと
美味しくなりますよ」
   先日作った野菜炒めとオムレツという名のスクランブルエッグの
事を指しているのだろう。
「それは分かってるよ。今日は真昼の料理シーンを見て研究してる
んだよ」
「そんなに見られると気が散るのですけど······」
「すまん」
   邪魔をしたい訳ではないので、それを言われると退散するしかな
くなる。
   見られていると集中が欠けるというのも分かるので、無遠慮だっ
たかもしれない。
   そう思って素直に謝ってリビングに戻ろうとしたところで、真昼


[image: イメージ]

OPS/images/cover-image.png





OPS/images/image.png





OPS/images/IMG_8258.jpeg





OPS/images/IMG_8257.jpeg





OPS/toc.xhtml
		Page 1



		表紙

		Page 1






OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





